
市毅
高萩市市民憲章昭和49年1 1月'日制定

1 自然をたいせつにし.美しいまちをつくりましょう

1きまりを守り‘明るいまちをつくりましょう

1 礼儀を正しくし うるおいのあるまちをつくりましょう

1 元気で働き‘豊かなまちをつくりましょう

1 ．思いやりのある．あたたかいまちをつくりましょう
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十
六
日
出
関
根
川
河
口
で
行
わ
れ
た

高
萩
と
う
ろ
う
流
し
と
花
火
大
会
に
は
《

ん
の
市
民
が
訪
れ
、
「
夏
の
夜
空
に
咲
く

華
」
の
音
と
光
の
競
演
に
歓
声
を
あ
げ

し
た
。
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21世樋を⑨ぎして

高萩市新総合計画基本構想

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

将
来
像

高
萩
市
の
め
ざ
す
基
本
目
標
で
す
。

人
が
や
す
ら
ぎ
を
覚
え
る
の
は
、
豊

高
萩
市
は
、
山
と
海
に
代
表
さ
れ
る
か
な
自
然
に
抱
か
れ
、
健
康
で
安
全
な

自
然
資
源
に
恵
ま
れ
、
歴
史
的
に
も
多
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
確
か
な
明
日
へ

く
の
遺
産
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
の
展
望
を
も
て
る
環
境
に
あ
る
と
き
で

た
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、
高
萩
ら
し
す
。
こ
う
し
た
環
境
を
高
萩
市
と
い
う

さ
の
創
出
に
努
め
、
市
民
が
や
す
ら
ぎ
ひ
と
つ
の
特
色
あ
る
地
域
と
し
て
形
成

〃
海
と
緑
を
生
か
し
た
〃

産
業
文
化
都
一

Ｆ
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ｋ
辱
、
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叱
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ノ
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１
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ノ
ェ
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回
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Ｊ
二
Ｆ
、
言
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Ｊ
Ｊ
叱
呂
、
ノ
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ノ
」
弓
、
Ｊ
五
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匡
、
Ｊ
■
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、
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、
ノ
な
ｆ
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高
萩
市
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
ま
ち
づ
く
り
の

墓
本
指
針
と
な
る
「
総
合
振
興
計
画
星
本
構
想
」
を

策
定
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
第
一
次
か
ら
第
三
次
ま
で

の
皇
本
計
画
を
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
貝
体
的
施
策
を

行
い
、
住
み
よ
い
都
市
の
実
現
に
努
力
を
菫
ね
て
き

ま
し
た
。

そ
の
星
本
構
想
も
、
昨
年
目
標
年
次
の
昭
和
六

十
年
を
迎
一
元
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
改
定
が
必

要
と
な
り
、
昨
年
の
十
二
月
定
例
市
議
会
で
、
司
新

総
合
計
画
墓
本
構
想
Ｌ
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
こ
の
星
本
構
想
を
紹
介
し
ま
す
。

を
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
、

（
Ｊ
）

の
創
造

す
る
た
め
に
は
、
一
方
で
自
然
資
源
の

保
全
、
活
用
に
努
め
、
広
域
社
会
の
中

で
高
萩
市
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
認
識

し
な
が
ら
、
文
化
面
も
含
め
て
都
市
機

能
の
向
上
を
図
り
、
変
化
す
る
産
業
動

向
や
交
通
条
件
に
対
応
し
た
地
域
経
済
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の
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
三

な
り
ま
せ
ん
。
」

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

二
十
一
世
紀
へ
向
け
た
高
萩
市
の
将
来

像
を高

萩
市
の
人
口
は
、
石
炭
産
業
の
衰

退
と
と
も
に
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
、
、

〃
海
と
緑
を
生
か
し
た

産
業
文
化
都
市
〃

と
定
め
ま
し
た
。

本
計
画
は
、
こ
う
し
た
目
標
に
向
か

っ
て
将
来
の
高
萩
市
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

生産年齢人口

(15～64歳）
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昭
和
六
十
年
は
、
高
萩
市
の

社
会
経
済
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
常

磐
自
動
車
道
が
、
日
立
北
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
ま
で
開
通
し
、
首
都
東
京
と
の

時
間
距
離
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た

ま
た
、
筑
波
研
究
学
園
都
市
で
開
催
さ

れ
た
「
国
際
科
学
博
覧
会
」
を
契
機
と

し
て
、
茨
城
県
全
体
が
か
つ
て
の
農
業

県
的
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
新
し
い
科
学
技

術
を
生
か
し
た
先
進
産
業
県
へ
と
脱
皮

を
図
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
後
高
萩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
供
用
な
ど
、
高
萩
市
を
取
り
巻
く

社
会
経
済
条
件
は
大
き
な
変
化
の
節
目

を
迎
え
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
も
、
情
報
化
社
会
、
高
齢

化
社
会
、
国
際
化
社
会
へ
の
移
行
や
、

経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
、
ソ
フ
ト
化
の
進

展
、
国
民
の
価
値
観
の
多
様
化
等
が
進

み
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
新
し
い

視
点
、
新
し
い
対
応
姿
勢
が
求
め
ら
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
高
萩
市
を
さ
ら

に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
し
か
も
効
率
よ
く

発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
二
十
一
世

紀
を
展
望
し
、
昭
和
七
十
五
年
（
西
暦

二
、
○
○
○
年
）
を
目
標
年
次
と
す
る
、

新
し
い
環
境
の
も
と
で
、
新
総
合
計
画

計
画
の
背
景

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
新
総
合
計
画
は
、
今
後
の
高
萩

市
の
す
べ
て
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
基

本
的
な
み
ち
し
る
べ
と
な
る
も
の
で
す
。

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
の
力

だ
け
で
達
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

地
域
住
民
を
は
じ
め
、
国
、
県
等
と
も

そ
れ
ぞ
れ
果
た
す
べ
き
役
割
を
分
担

し
、
相
互
に
協
力
、
連
携
し
あ
っ
て
各

種
施
策
の
遂
行
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

関
連
す
る
国
、
県
等
の
主
な
計
画
と

し
て
は
、

第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画

新
茨
城
県
民
福
祉
基
本
計
画

新
県
北
地
方
広
域
市
町
村
圏
計
画

常
陸
那
珂
地
区
開
発

常
磐
自
動
車
道
の
建
設

県
北
臨
海
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
構
想

北
関
東
横
断
道
の
整
備

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
上
位
計
画
や
昨
年
十
一
月

号
の
市
報
で
紹
介
’
た
「
市
民
意
識
調

査
」
な
ど
を
取
り
入
れ
て
、
こ
の
新
総

合
振
興
計
画
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。 上

位
計
画
等
の関

連 ー

ご
一
九
、
五
四
八
人
（
国
勢
調
査
）
に
ま
で

減
少
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
工
業
団

地
開
発
等
に
よ
り
転
入
と
転
出
が
均
衡

す
る
一
方
で
、
人
口
の
自
然
増
加
が
安

定
的
に
持
続
し
た
た
め
増
加
に
転
じ
、

昭
和
六
十
一
年
八
月
一
日
現
在
三
四
、

二
五
三
人
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

将
来
人
口
は
、
常
磐
自
動
車
道
高
萩

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
、
小
山
ダ

ム
建
設
な
ど
、
高
萩
市
を
め
ぐ
る
各
種

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
て
お
り
、

積
極
的
な
産
業
振
興
策
、
住
宅
施
策
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
人
口
増
加
に
努
め

昭
和
七
十
五
年
に
は
、
五
○
、
○
○
○

人
の
人
口
の
実
現
を
目
標
に
定
め
て
い

ま
す
。

ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
に
よ
り
、
毎
年
度
更

墓
本
計
画

こ
の
計
画
は
、
基
本
構
想
、
基
本
計
新
策
定
を
行
う
も
の
で
、
当
初
の
計
画

画
、
実
施
計
画
の
三
編
を
も
っ
て
構
成
基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
と
し
て
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
昭
和
六

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
三
編
は
、
そ
こ
で
示
さ
れ
た
施
策
の
大
綱
を
具
体
十
三
年
度
ま
で
の
計
画
を
策
定
す
る
も

相
互
に
有
機
的
な
整
合
関
係
を
も
っ
て
化
し
、
行
政
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
推
の
で
す
。

機
能
す
る
も
の
で
す
。
進
す
る
こ
と
が
必
要
な
基
本
的
施
策
を
実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
に
示
さ
れ

組
織
化
、
体
系
化
し
た
も
の
で
す
。
た
施
策
事
業
を
具
現
化
す
る
た
め
の
計

墓
本
構
想

今
回
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
を
初
年
画
で
あ
り
、
各
施
策
事
業
の
実
施
年
次

昭
和
七
十
五
年
を
目
標
年
次
と
す
る
度
と
し
、
昭
和
六
十
五
年
度
を
目
標
年
度
計
画
と
財
政
の
裏
付
け
を
定
め
る
も
の

十
五
年
計
画
で
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
と
す
る
第
一
次
計
画
を
定
め
ま
す
。
で
、
各
年
度
の
予
算
編
成
の
基
本
的
な

し
た
高
萩
市
の
将
来
像
を
示
し
、
こ
れ
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。
日

綱
を
示
し
た
も
の
で
、
基
本
計
画
・
実

計
画
の
構
成

施
計
画
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
実
施
計
画
は
、
三
年
間
を
期
間
と
し
、
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造

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
の
大

実
施
計
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伯
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第1次産業 1,811

産就業者数(11.6)

業

3 第2次産業 6,974

区就業者数（44.5）

分

別第3次産業 6,881

就業者数（43.9）

は
、
工
業
開
発
を
中
心
と
し
た
積
極
的

な
産
業
振
興
策
や
住
宅
施
策
の
展
開
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
七
十
五
年
に

は
、
二
六
、
五
○
○
人
が
想
定
さ
れ
て

い
手
水
す
／
。
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Ｊ
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都
市
的
土
地
利
用
を
促
進
す
る
区
域

は
、
そ
の
範
囲
を
明
確
に
し
、
利
用
の

高
度
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
、

都
市
の
発
展
と
人
口
増
加
に
伴
っ
て
、

必
要
と
な
る
各
種
都
市
施
設
の
用
地
に

つ
い
て
も
、
先
行
的
に
確
保
し
な
が
ら

各
用
途
の
調
和
に
配
慮
し
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
の
目
標
に
合
致
さ
せ
た
合
理

的
、
計
画
的
な
土
地
利
用
を
進
め
て
い

１
１

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
墓
本
方
向
を

○
惠
ま
れ
た
資
源
を
生
か
し
た
高
萩
ら
し
さ
の
創
造

○
高
速
交
通
時
代
情
報
化
時
代
に
対
応
し
た
産
業
機
能
都
市
機
能
の
向
上

○
調
和
の
と
れ
た
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

○
牛
一
涯
教
育
の
追
求
と
市
民
文
化
の
創
造

○
地
域
経
済
の
活
性
化

と
定
め
ま
し
た
。

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
向

施
策
の
大
綱

士 ’
二
十
一
世
紀
に
向
け

高
萩
市
が
め
ざ
す
べ
き
課
題
Ｉ

利
用
と

水
資
源
の
構
想

き
ま
す
。
自
然
的
土
地
利
用
と
し
て
は
、

農
林
業
地
域
、
自
然
公
園
地
域
等
の
保
全

を
図
り
、
市
街
地
に
お
い
て
も
積
極
的

な
緑
地
空
間
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

水
資
源
に
つ
い
て
は
、
そ
の
か
ん
養

を
図
る
た
め
、
森
林
の
保
全
・
整
備
を

推
進
し
、
今
後
の
水
需
要
の
増
大
に
対

応
し
た
新
し
い
水
源
の
確
保
を
含
め
て
、

水
資
源
の
利
用
に
つ
い
て
長
期
的
な
観

I

（
〉

押韻

1
J

自
動
車
交
通
需
要
が
増
大
す
る
な
か

に
あ
っ
て
、
道
路
の
果
た
す
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
た
め
、
常
磐
自
動

車
道
等
、
高
速
交
通
体
系
の
進
展
に
対

応
し
た
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
を
図
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
萩
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ア
ク
セ
ス
道
路
、
国

道
六
号
バ
イ
パ
ス
、
高
萩
西
那
須
間
の

国
道
昇
格
や
、
県
道
及
び
広
域
農
道
の

整
備
を
積
極
的
に
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
市
街
地
内
で
は
、
通

過
交
通
と
生
活
交
通
の
分
離
を
め
ざ
す

こ
と
を
基
本
と
し
、
幹
線
道
路
と
し
て

の
都
市
計
画
道
路
の
整
備
を
中
心
と
し

て
生
活
街
路
の
整
備
を
進
め
る
一
方
、

宅
地
化
の
進
展
に
対
応
し
た
先
行
的
な

道
路
網
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

交
通
機
関
は
、
鉄
道
・
バ
ス
の
利
便

性
を
高
め
、
そ
れ
ら
の
有
機
的
結
合
に

よ
る
合
理
的
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
確
立

を
め
ざ
し
ま
す
。

一
方
、
通
信
基
盤
面
で
も
ニ
ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
の
開
発
の
進
展
に
対
応
し
た
、

新
た
な
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を

道
路
・
交
通

通
信
墓
盤
の
充
実

点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す

ノ

ｆ
‐
ｔ

都
市
発
展
の
■
Ｊ
〆

口
？
』
基
盤
づ
く
り
の
構
想

人
口
の
増
加
や
市
民
生
活
の
向
上
等

に
よ
り
、
生
活
用
水
等
の
需
要
が
増
大

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
上
水

道
拡
張
事
業
を
進
め
、
限
ら
れ
た
水

資
源
の
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
き
ま

ま
す
。
ゞ

一
方
、
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
広
域

安
全
で
快
適
な
河
川
環
境
の
創
出
を

め
ざ
し
て
、
二
級
河
川
関
根
川
・
花
貫

川
の
改
修
整
備
を
促
進
し
、
準
用

河
川
・
普
通
河
川
に
つ
い
て
も
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
整
備
を
進
め
ま

す
。

ま
た
、
白
砂
吉
松
の
美
し
い
海
岸
は
、

高
萩
市
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
そ
の

保
全
と
活
用
の
た
め
の
離
岸
堤
の
建
設

を
促
進
す
る
ほ
か
、
海
岸
侵
食
対
策
や

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
活
用
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

上
・
下
水
道
の
整
備

河
ノ.」

川

図
っ
て
い
き
ま
す
。

ー

・
海
岸
の
整
備

多
く
の
市
民
の
生
活
や
生
産
等
の
場

と
し
て
の
魅
力
あ
る
市
街
地
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
、
高
萩
と
し
て
の
新
し
い
顔
づ
く

り
、
自
然
景
観
を
生
か
し
た
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
市
街
地
周
辺
部
の
土
地
区

画
整
理
事
業
等
の
面
整
備
の
推
進
と
、

そ
れ
に
よ
る
公
共
施
設
の
先
行
的
な
整

備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
都
市
機
能
の

強
化
と
居
住
・
生
産
環
境
の
適
正
配
置

の
た
め
、
新
た
な
市
街
地
の
形
成
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

高
萩
と
し
て
の
新
し
い
顔
づ
く
り
は
、

歴
史
的
な
ま
ち
な
み
の
保
全
・
市
街
地

再
開
発
の
検
討
を
含
め
、
商
業
地
と
公

共
施
設
・
公
園
等
の
一
体
的
な
環
境
整

備
を
図
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
実
現
に
努

め
ま
す
。

自
然
景
観
を
生
か
し
た
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
海
岸
部
・
市
街

地
周
辺
部
の
景
勝
地
・
景
観
地
の
保
全

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

的
連
携
の
も
と
に
公
共
下
水
道
の
整
備
４

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
都
市

化
の
進
展
に
対
応
し
た
都
市
下
水
路
の

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

魅
力
あ
る

市
街
地
づ
く
り
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地
形
的
制
約
の
た
め
、
そ
の
発
展
が

遅
れ
て
い
る
山
間
地
域
に
つ
い
て
は
、

人
口
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
農
林
業
を

主
体
と
し
た
積
極
的
な
産
業
振
興
策
を

進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
合
っ

た
新
た
な
雇
用
の
場
の
創
設
に
努
め
ま

す
。

農
林
業
は
、
基
盤
整
備
に
よ
っ
て
生

産
向
上
を
図
り
、
特
産
品
の
開
発

山
間
地
域
の
振
興

定
住
の
場
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
、

人
口
の
増
加
と
定
着
を
導
く
た
め
、
恵

ま
れ
た
自
然
を
生
か
し
、
緑
あ
ふ
れ
る

住
み
よ
い
居
住
空
間
の
形
成
を
め
ざ
し

ま
す
。住

宅
に
つ
い
て
は
、
民
間
資
本
の
積

極
的
な
活
用
や
土
地
区
画
整
理
事
業
を

推
進
し
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
住

宅
地
の
供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公

営
住
宅
の
中
層
住
宅
化
等
を
進
め
、
戸

数
の
増
加
と
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
き

土
手
半
ｑ
″
○

緑
あ
ふ
れ
る

居
住
空
間
の
形
成

を
推
進
す
る
た
め
の
条
件
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
恵
ま
れ
た

森
林
資
源
を
活
用
す
る
た
め
、
自
然
公

園
の
整
備
を
進
め
、
都
市
に
住
む
人
々

の
利
用
に
供
し
な
が
ら
、
畜
産
の

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
面
で
の
活

用
な
ど
、
豊
富
な
資
源
を
利
用
し
た
地

域
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
一
方
、

生
活
環
境
面
で
は
、
市
街
地
及
び

周
辺
市
町
村
と
結
ぶ
道
路
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
・
バ
ス
路
線
の
充
実

を
は
じ
め
、
快
適
な
生
活
環
境
確
保
の

た
め
の
諸
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
は
、
計
画
的

な
都
市
公
園
の
整
備
を
図
り
、
都

市
緑
化
を
公
共
の
手
で
進
め
る
だ
け

で
な
く
、
市
民
の
緑
化
意
識
と
行
動
に

よ
っ
て
緑
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
お
手
ま
き
記
念
の
森

周
辺
を
総
合
公
園
と
し
て
整
備
す
る
一

方
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
て
各
種
公

園
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

衛
生
的
な
生
活
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

年
々
増
加
す
る
廃
棄
物
の
量
に
対
応
し

て
、
ご
み
・
し
尿
の
収
集
、
処
理
体
制

衛
生
的
な

環
境
づ
く
り

6 ー′

の
充
実
を
図
り
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
ご
み
は
衛
生
処
理
を
推
進
す
る
一
方
、

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
等
に
対
す
る
市
民

の
意
識
を
高
め
、
ご
み
の
減
量
化
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
し
尿
処
理
施
設
は
、
公

共
下
水
道
の
整
備
状
況
を
踏
ま
え
て
整

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
快
適
な
環
境

づ
く
り
を
図
る
た
め
、
ま
ち
の
美
化
運

動
の
推
進
に
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

火
葬
場
・
墓
地
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
要
望
に
応
え
、
都
市
景
観
と
調
和
し

た
施
設
と
し
て
整
備
を
図
り
ま
す
。

市
民
生
活
の
安
全
を
確
保
し
て
い
く

た
め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
公
害
の
防
止
や
市
民
を
交
通
災
害

か
ら
守
る
た
め
の
諸
施
策
を
推
進
し
ま

す
。

消
防
・
防
災
に
つ
い
て
は
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
海
岸
、

河
川
の
防
災
対
策
事
業
を
促
進
し
て
、

建
築
物
の
不
燃
化
、
耐
震
化
の
指

導
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時

の
体
制
を
確
立
す
る
た
め
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
い
た
避
難
地
の
確
保
、
情
報

連
絡
体
制
の
整
備
等
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
都
市
化
の
進
展
や
常
磐

自
動
車
道
の
整
備
に
対
応
し
た
消
防
活

動
の
迅
速
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
消
防
体

制
の
適
正
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
巳

市
民
生
活
の

安
全
確

保



社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
、
豊
か
な

人
間
性
と
創
造
力
を
備
え
た
児
童
、
生

徒
を
育
て
る
た
め
に
、
教
育
環
境
を
整

備
し
、
教
育
内
容
の
充
実
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

人
格
形
成
の
基
礎
を
か
た
ち
づ
く
る

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
で

園
児
を
の
び
の
び
と
育
て
る
指
導

に
努
め
、
保
育
所
や
小
学
校
、
家

庭
な
ど
と
の
連
携
の
中
で
、
地
域

全
体
の
幼
児
教
育
環
境
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
校
舎
及

び
プ
ー
ル
な
ど
の
建
設
が
ほ
ぼ
完
了
す

る
中
で
、
さ
ら
に
教
育
機
器
や
施
設
の

整
備
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

学
校
教
育
の
充
実

ま
た
、
災
害
時
の
被
害
が
最
小
限
に

と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
市
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

公
害
防
止
に
つ
い
て
は
、
発
生
源
対

策
の
強
化
と
市
民
の
公
害
防
止
意
識
の

高
揚
を
図
る
一
方
、
公
害
が
発
生
し
な

い
よ
う
な
土
地
利
用
の
誘
導
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
交
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、
礎
、

社
会
構
造
の
変
化
の
中
で
懸
念
さ
れ
る

児
童
、
生
徒
の
主
体
性
の
喪
失
等
か
ら

派
生
す
る
問
題
行
動
等
に
的
確
に
対
処

し
、
人
間
愛
や
自
然
を
愛
す
る
心
を
大

切
に
す
る
豊
か
な
情
操
や
思
い
や
り
の

心
を
養
う
た
め
、
心
情
面
の
指
導
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
技
術
革
新
や
情
報
化
、
国

際
化
な
ど
が
進
展
す
る
中
で
、
こ
れ
ら

の
社
会
変
化
に
対
応
す
る
教
育
方
法
の

改
善
と
教
員
の
資
質
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

学
区
に
つ
い
て
は
、
地
域
開
発
と
の

関
連
に
お
い
て
、
児
童
、
生
徒
数
の
動

向
を
見
極
め
な
が
ら
、
学
校
規
模
の
適

正
化
の
た
め
の
見
直
し
、
再
編
成
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

高
等
教
育
機
能
に
つ
い
て
は
、
二
十

一
世
紀
を
担
う
人
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

大
学
等
各
種
研
究
機
関
の
誘
致
を
進
め

通
安
全
意
識
を
よ
り
一
層
高
め
、
交
通

安
全
施
設
の
整
備
、
通
学
路
、
緑
道
の

整
備
等
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
を
犯
罪
か
ら
守
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
に
よ
る
防
犯
意

識
の
高
揚
に
努
め
る
ほ
か
、
警
察
署
等

と
連
携
し
た
防
犯
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

へ
）

児
童
、
生
徒
と
同
様
に
成
人
も
ま
た

急
激
な
社
会
変
化
の
中
で
充
実
し
た
家

庭
生
活
や
地
域
生
活
を
営
み
、
自
己
実

現
を
図
る
た
め
に
は
、
生
涯
を
通
じ
て

学
び
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
青
少
年
か

ら
高
齢
者
に
い
た
る
ま
で
の
各
段
階
に

応
じ
た
学
習
機
会
の
提
供
と
、
活
動
の

援
助
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
そ
の
拠
点

で
あ
る
公
民
館
や
図
書
館
の
充
実
を
図

り
、
自
主
的
活
動
の
奨
励
、
援
助
、
地

域
ぐ
る
み
の
活
動
等
、
主
体
的
な
学
習

活
動
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

吉
少
年
に
つ
い
て
は
、
健
全
育
成
の

た
め
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
同
時

に
、
地
域
ぐ
る
み
の
健
全
育
成
体
制
の

確
立
や
、
專
門
的
な
相
談
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

健
康
管
理
や
地
域
の
連
帯
づ
く
り
と

切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
要
望
に
応
え
る
た
め
の
施
設
の

整
備
を
進
め
、
指
導
者
の
養
成
、
ス
ポ

ー
ツ
団
体
、
サ
ー
ク
ル
の
育
成
を
推
進

１
‐
し
一
十
《
半
．
／
○

生
涯
に
わ
た
る
学
習
と

か
ら
だ
づ
く
り

て
い
圭
己
土
圭
牛
，
Ｃ

人
口
構
造
の
高
齢
化
や
核
家
族
化
の

進
行
な
ど
の
社
会
変
化
の
中
で
、
増
大

し
多
様
化
す
る
福
祉
需
要
に
対
応
す
る

た
め
、
行
政
と
地
域
社
会
、
民
間
施
設

等
の
機
能
分
担
と
連
携
に
基
づ
く
総
合

的
、
効
率
的
な
福
祉
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
児
童
、

老
人
、
母
子
、
父
子
家
庭
、
障
害
者
、

低
所
得
者
な
ど
の
対
象
者
が
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
物
的
な
援
助

だ
け
で
な
く
総
合
的
な
福
祉
環
境
づ
く

人
々
が
心
の
豊
か
さ
を
求
め
、
地
域

社
会
の
中
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を

営
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
文
化
活
動
を

通
じ
て
創
造
す
る
能
力
や
情
操
を
高
め
、

お
互
い
の
心
の
ふ
れ
あ
い
を
通

じ
た
個
性
と
魅
力
あ
る
市
民
文

化
を
形
成
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

心
あ
た
た
か
な

福
祉
の
確
立

個
性
あ
る

市
民
文
化
の
創
造

口
ｰ

健
康
で

Ｊ
地
や
す
ら
か
な
■
■

域
づ
く
り
の
構
想

生
涯
を
通
じ
た
健
康
管
理
体
制
の
確

立
の
た
め
、
検
診
、
予
防
接
種
等
の
各

り
を
め
ざ
し
た
も
の
と
し
ま
す
ｃ
そ
の

た
め
、
福
祉
思
想
の
啓
発
を
行
い
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
た
市
民

の
福
祉
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
お
年
寄
り
や
体
の
不

自
由
な
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で

充
実
し
た
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
各
種
施
設
の
整
備
を
民
間
の

力
も
活
用
し
な
が
ら
促
進
し
、
こ
れ
ら

の
施
設
機
能
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ

の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

保
健
・
医
療
体
制
の
充
実

そ
の
た
め
、
芸
術
文
化
活
動
の
場
と
巳

し
て
の
文
化
会
館
等
の
施
設
の
整
備
や

文
化
事
業
の
活
発
化
を
図
る
一
方
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
促
進
や
市
民
の
活

動
へ
の
適
切
な
援
助
等
を
通
じ
て
、
文

化
創
造
に
対
す
る
市
民
の
主
体
的
な
取

り
組
み
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
の
歴
史
を
伝
え
る
各
種

の
文
化
財
の
保
存
・
継
承
及
び
活
用
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
思
想
を
高
め

郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
て
て
い
き
ま
す
。、と通宝ン



種
の
保
健
活
動
の
拠
点
と
な
る
施
設
の

整
備
を
図
り
、
検
診
の
総
合
化
や
情
報

管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
に
よ
る
検

診
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
必

要
な
と
き
に
必
要
な
医
療
を
受
け
る
こ

と
の
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
の
協
力

を
得
な
が
ら
不
足
し
て
い
る
診
療
科
目

の
確
保
や
夜
間
、
休
日
の
救
急
医
療
体

制
の
整
備
、
温
泉
を
利
用
し
た
医
療
施

設
の
整
備
等
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

農
林
業
は
、
食
糧
供
給
、
環
境
保
全

緑
地
確
保
等
、
地
域
社
会
の
中
で
重
要

な
機
能
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
土
地
基

盤
整
備
を
推
進
し
、
農
地
の
流
動
化
を

図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
性
の
高
い

土
地
利
用
型
農
業
を
形
成
し
、
常

磐
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
る
広

域
流
通
の
変
化
に
応
じ
た
、
市
場
対
応

力
の
あ
る
野
菜
園
芸
や
畜
産
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
中
核
的
農

農
林
業
の
振
興

コ
ミ
ユ

美
し
く
住
み
よ
い
居
住
環
境
の
創
造

活
力
あ
る
市
民
生
活
を
つ
く
り
出
す

｜
テ
ィ
の
形
成産

業
つ
く
り
の
構
想

と
人
間
性
豊
か
な
安
全
で
、
や
す
ら
ぎ

の
あ
る
市
民
生
活
の
実
現
を
目
標
に
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
社
会
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等
に
よ
る
市

民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
連
帯

精
神
に
満
ち
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
活
動
の

核
と
な
る
各
種
施
設
の
整
備
を
進
め
、

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ミ
ュ
’
一
テ
ィ
施

設
の
管
理
、
運
営
に
努
め
ま
す
。

家
を
中
心
に
、
兼
業
農
家
を
含
め
た
地

域
農
業
づ
く
り
を
推
進
し
、
魅
力
あ
る

農
村
社
会
を
形
成
し
て
後
継
者
の
確
保

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
豊
か
な
森
林
資

源
を
長
期
的
に
育
成
し
て
い
く
た
め
、

林
道
な
ど
の
林
業
基
盤
の
整
備
や
、
間

伐
を
推
進
し
、
特
用
林
産
物
の
振
興
に

努
め
る
な
ど
、
森
林
の
多
面
的
利
用
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
山
間
地
域
の
振
興
の
た
め
に

常
磐
自
動
車
道
開
通
後
の
観
光
客
の
広

域
流
動
の
変
化
に
対
応
し
て
、
農
林
業

に
お
け
る
都
市
住
民
む
け
の
さ
ま
ざ
ま

竜ゴ

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
と

観
光
の
振
興

工
業
は
、
市
経
済
発
展
を
主
導
す
る

も
の
で
あ
り
、
常
磐
自
動
車
道
開
通
後

県
北
地
域
で
ま
す
ま
す
増
大
す
る
と
見

込
ま
れ
る
需
要
に
応
え
る
形
で
、
工
業

用
地
の
確
保
を
図
り
、
積
極
的
に
優
良

企
業
を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、
工
業
用

水
等
の
工
業
環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
工
業
発
展
を
市
経
済
全
体

の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
地
元

企
業
の
技
術
開
発
力
の
向
上
、
関
連
下

請
企
業
の
育
成
、
住
宅
地
の
整
備
な
ど

を
推
進
し
、
地
域
全
体
と
し
て
の
工
業

力
の
向
上
と
従
業
者
の
地
域
へ
の
定
着

を
め
ざ
し
ま
す
。

江
試
み
を
促
進
し
て
、
そ
の
定
着
に
努

め
ま
す
０

暮
ら
し
や
す
い
都
市
生
活
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
機

能
の
充
実
は
不
可
決
で
す
。
こ
の
た
め
、

商
業
経
営
の
近
代
化
や
大
型
店
の
誘
致

な
ど
を
通
じ
て
、
安
心
で
快
適
な
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
が
で
き
る
中
心
商
店
街
の
整

備
を
図
り
、
各
地
域
の
住
民
に
身

近
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
近

隣
商
店
街
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
応

じ
て
振
興
し
、
高
萩
商
圏
の
維
持
拡
大

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

工
業
発
展
の
促
進

ま
た
、
常
磐
自
動
車
道
の
供
用
に
よ

る
交
通
条
件
の
変
化
に
対
応
し
た
流
通

機
能
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
山
や
海
と
い
っ

た
豊
富
な
自
然
資
源
を
有
効
利
用
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
、
今
後
は
ま
す
ま
す

増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
余
暇
需
要
に

応
え
る
よ
う
な
観
光
開
発
を
民
間
活
力

を
活
用
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

山
間
地
域
で
は
、
森
林
、
水

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
は
、
市
民
と
行

政
の
密
接
な
協
力
関
係
が
あ
っ
て
は
じ

め
て
可
能
と
な
る
も
の
で
、
市
民
本
位

の
行
政
を
進
め
る
た
め
に
も
、
行
政
へ

の
住
民
参
加
が
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
、

広
聴
機
能
の
充
実
に
よ
り
市
民
意
識
を

常
に
的
確
に
把
握
し
、
そ
の
上
に
立
っ

て
、
行
政
の
役
割
、
市
民
や
民
間
の
役

割
を
明
確
に
し
、
相
互
の
連
携
と
協
力

の
も
と
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
、

広
報
機
能
の
充
実
や
新
し
い
情
報
シ
ス

テ
ム
の
活
用
等
に
よ
っ
て
、
積
極
的
に

市
民
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化
す
る

行
政
需
要
に
対
応
し
、
よ
り
効
率
的
な

行
政
運
営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、
行
政
組
織
の
適
正
化
、

ー

ま
哀
つ
く
り
を
支
え
る

行
財
政
の
構
想

事
務
の
改
善
、
機
械
化
、
職
員
研
修
の

充
実
、
適
切
な
職
員
配
置
と
定
数
管
理

等
を
進
め
、
計
画
行
政
の
強
化
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
生
活
圏
域
の
拡

大
や
産
業
活
動
の
広
域
化
に
対
応
し
な

が
ら
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
進
め

る
た
め
に
、
周
辺
市
町
村
と
の
連
携
を

強
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
明
確
に

し
た
上
で
、
高
萩
市
が
担
う
べ
き
役
割

を
積
極
的
に
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政

の
自
主
性
確
立
と
、
健
全
財
政
の
維
持

を
め
ざ
し
て
、
行
政
諸
経
費
の
合
理
化

や
産
業
振
興
等
に
よ
る
財
源
確
保
を
図

り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
に
効
率
的

な
財
政
運
営
を
果
た
す
た
め
、
長
期
的

な
展
望
に
立
っ
た
計
画
的
な
施
策
、
事

業
の
選
択
に
努
め
ま
す
。
フ

等
の
豊
富
な
自
然
資
源
や
畜
産
資
源
を

活
用
し
な
が
ら
、
特
産
品
を
開
発

し
、
今
後
増
大
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る
都
市
住
民
の
広
域
的
な
観
光
流
動
を

取
り
込
ん
で
、
山
間
地
域
振
興
に
役
立

て
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
海
岸
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
景
観
の
保
全
に
努
め
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
生
か

し
た
観
光
の
拠
点
と
し
て
の
整
備
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。



現
在
、
高
齢
化
社
会
か
ら
さ
ら
に
長

寿
社
会
へ
と
移
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
高
萩
市
の
老
人
ク
ラ
ブ
も
二
十
九

ク
ラ
ブ
、
会
員
数
一
、
三
五
六
人
を
数

え
て
い
ま
す
。
年
々
、
お
年
寄
り
が
増
え

て
い
る
の
に
会
員
数
が
増
え
な
い
と
い

う
大
き
な
悩
み
が
あ
り
ま
す
。
原
因
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
・
・
…
。
。

新
し
く
加
入
さ
れ
る
か
た
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
と
い
う
名
称
に
抵
抗
が
あ
る
よ

う
で
す
が
、
社
会
奉
仕
や
親
睦
な
ど
活

発
に
活
動
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
会
員

高
萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

小
山
政
男
さ
ん

仲
間
づ
く
り
の

輪
を
広
げ
よ
う 口

市
の
人
口
は
、
八
月
一
日
現
在
で
、
三
四
、
二
五
三
人
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
、
三
、

八
二
二
人
（
四
月
一
日
現
在
）
で
す
。
市
民
の
約
九
人
に
一
人

が
お
年
寄
り
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
老
後
の
生
活
や
高
齢
化
社
会

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。

＃
６
？
↓
？
↓
？
↓
７
姿

へ
）

慰 ●
､

を
増
や
し
、
み
ん
な
で
な
か
よ
く
そ
の

輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

現
在
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
新
聞
を
会
員

の
み
な
さ
ん
に
配
布
し
て
い
ま
す
が
、

仲
間
づ
く
り
を
考
え
る
と
全
戸
配
布
な

ど
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
ま
た
、
生
き
が
い
の
問
題
と

し
て
、
働
け
る
う
ち
は
、
ミ
ニ
・
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
充
実
を
望

む
と
と
も
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

家
族
は
和
や
か
に楽

し
く

高
齢
者
大
学
四
年
生

浅
田
は
る
さ
ん

月
一
回
の
高
齢
者
大
学
の
講
座
と
、
月 溌泌

ｔ
乱
削
矧
副

二
回
の
軽
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
人
に
す
す
め
ら
れ
て
入
っ

た
の
で
す
が
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
ね
⑤

み
ん
な
若
返
っ
て
、
一
緒
に
あ
め
を
な

め
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
運
動
や

世
間
話
、
雑
談
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

卒
業
し
た
く
な
い
く
ら
い
で
す
。

高
齢
者
大
学
で
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、

友
だ
ち
づ
き
あ
い
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
楽
し
い

笑
い
は
、
気
分
的
な
若
返
り
に
も
最
高

で
す
し
、
ス
ト
レ
ス
も
発
散
で
き
ま
す
。

家
の
中
だ
け
に
い
て
は
だ
め
で
す
ね
。

私
は
、
み
な
さ
ん
に
高
齢
者
大
学
に

入
る
よ
う
す
す
め
て
い
ま
す
。

楽
し
い
高
齢
者
大
学
の
あ
る
前
日
に

は
、
服
装
や
靴
な
ど
を
ち
ゃ
ん
と
準
備

し
ま
す
。

家
で
は
、
家
族
が
和
や
か
に
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て

も
こ
れ
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
声
フ
か
。

規
則
正
し
い
生
活
が

気
持
ち
の
は
り
に

ー

民
生
委
員

久
保
田
武
志
さ
ん

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
ね
た
き

り
の
お
年
寄
り
が
、
家
庭
で
介
護
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
や
、
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
で
体
の
弱
い
人
に
、
家
庭

奉
仕
員
が
訪
問
し
、
身
の
回
り
の
お
世

話
を
し
ま
す
。

「
愛
の
定
期
便
」

満
七
十
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
を
、
協
力
員
が
乳
製
品
を
持

参
し
て
訪
問
、
安
否
の
確
認
や
健
康
の

状
態
、
孤
独
感
の
解
消
を
は
か
っ
て
い

ま
す
。

老
人
居
室
整
備
資
金

家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

市
で
は
、
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
が
、

少
し
で
も
安
心
し
て
老
後
を
暮
ら
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
利
用
で
き
る
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
同
居
し

て
い
る
家
族
の
人
が
、
お
年
寄
り
專
用

の
部
屋
を
増
・
改
築
す
る
場
合
、
必
要

な
経
費
の
一
部
を
お
貸
し
す
る
制
度
で

す
。
貸
付
限
度
額
一
四
六
万
円

ミ
ニ
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お
年
寄
り
の
能
力
を
活
用
し
て
働
き

た
い
と
希
望
す
る
人
が
会
員
に
な
り
、

庭
木
の
手
入
れ
、
清
掃
、
草
刈
、
雑
役
な

ど
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
に

な
れ
る
人
は
、
ほ
ぼ
六
十
歳
以
上
の
、
健

康
で
働
く
意
欲
を
侍
っ
て
い
る
人
で
す

お
年
寄
り
の

利
用
で
き
る
制
度

巳



早
い
も
の
で
、
私
が
民
生
委
員
に
な

っ
て
十
五
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
民
生
委

員
と
し
て
地
区
の
敬
老
会
に
出
席
し
た

り
、
一
人
暮
ら
し
や
ね
た
き
り
の
お
年

寄
り
の
家
庭
を
訪
問
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
と
く
に
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
は
、
万
一
何
か
あ
っ
た
時
の
こ
と
が

ち
ほ
う

心
配
で
す
。
最
近
は
、
痴
呆
性
（
ボ
ケ
）

の
お
年
寄
り
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る

よ
う
で
す
。
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
を

か
か
え
て
い
る
家
族
の
介
護
は
大
変
で

す
よ
。
施
設
や
病
院
と
い
う
処
置
も
あ

り
ま
す
が
、
地
域
の
援
助
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

年
金
制
度
や
医
療
制
度
の
充
実
に
よ

り
、
独
立
で
き
る
老
人
が
増
え
て
い
る

こ
と
も
核
家
族
化
を
進
め
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
全
体
と
し
て
親
子

き
ず
な

の
絆
が
う
す
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
は
、
今
も
働
い
て
い
ま
す
が
、
毎

日
の
規
則
正
し
い
生
活
が
、
気
持
の
は

識
『
鎚
浄
琿
罪
錨
一 鋲
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繋

ねたきりのお年寄りの介護者研習会
り
を
も
た
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
ね
た
き
り
に
な
っ
た
義
父
を

約
五
年
間
介
護
し
ま
し
た
・
義
父

が
倒
れ
て
か
ら
は
、
長
年
続
け
た
仕
事

を
や
め
て
、
介
護
ひ
と
筋
に
、
食
事
の

く
ふ
う
、
着
る
も
の
の
く
ふ
う
と
毎
日

が
無
我
夢
中
で
し
た
ね
。

病
人
と
介
護
者
に

愛
情
と
理
解
を

8月26日（火） 市民センターで， ねたき

りのお年寄りの介護者研習会が，約50人

の参加者で開かれました。保健婦による

介護や実技の研修のほか，話し合い，体

験談の発表，寸劇など，参加したみなさ

んは真剣ななかにも楽しい研修となりま

した、

主
婦永

山
節
子
さ
ん

ー

~．

介
護
は
、
さ
さ
や
か
で
地
味
な
こ
と

の
繰
り
返
し
で
す
。
病
人
に
対
す
る
愛

情
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
介
護

者
に
対
し
て
、
精
神
的
に
力
づ
け
て
く

れ
る
〃
協
力
者
〃
の
い
る
こ
と
が
、
大
切

だ
と
思
い
ま
す
・
私
の
場
合
、
主
人
が
買

い
物
に
行
っ
て
く
れ
た
り
、
愚
痴
を
聞

い
て
く
れ
た
り
し
た
こ
と
は
私
の
イ
ラ

イ
ラ
を
な
く
し
、
う
ま
く
介
護
が
で
き

た
秘
け
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
隣
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
食

欲
の
お
ち
た
義
父
に
大
好
物
の
〃
お
こ

わ
〃
を
作
っ
て
く
れ
た
こ
と

と
て

も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
ね
。

介
護
者
は
、
精
神
的
・
肉
体
的
な
疲

れ
か
ら
孤
独
感
に
陥
り
や
す
い
も
の
で

す
。
そ
れ
を
支
え
る
の
は
、
家
族
の
愛

情
と
理
解
で
あ
り
、
ご
近
所
の
温
か
い

協
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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地
域
の
助
け
合
い
が
大
切

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

塩
田
三
惠
子
さ
ん

私
は
、
去
年
の
三
月
に
東
京
の
世
田

谷
か
ら
高
萩
に
転
入
し
て
き
ま
し
た
。

何
か
私
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
し

ら
．
…
。
。
と
思
っ
て
い
た
矢
先
に
、
市
報

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
記
事
を
み
つ
け
、

さ
っ
そ
く
今
年
の
四
月
か
ら
、
高
萩
食

事
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

七
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
に
、
毎
月
一
回
手
づ
く
り
の
食

事
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

都
会
で
は
、
と
も
す
る
と
お
年
寄
り

が
孤
立
し
、
と
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
が

ち
な
の
で
す
が
、
高
萩
に
来
て
感
じ
た

こ
と
は
、
近
所
ど
お
し
の
お
つ
き
あ
い

の
中
で
お
互
い
に
助
け
あ
い
、
地
域
の

中
で
何
か
と
め
ん
ど
う
を
み
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

主
婦
で
あ
る
私
も
、
今
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
公
民
館
の
講
座
な
ど
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
自
由
な

時
間
を
生
か
し
て
、
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ー

老
人
ク
ラ
ブ

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
お
お
む
ね
六
十
歳

以
上
の
人
が
、
老
後
の
生
活
を
有
意
義

に
過
ご
す
た
め
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
（
ク
ロ
ッ
ケ
ー
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
等
）
、
教
養
の
向
上
、
社
会
参
加

な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
、
地
域
ぐ

る
み
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

高
齢
者
大
学

お
年
寄
り
の
生
き
が
い
教
育
と
し
て
、

毎
年
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
大
学
は
、
六
十
歳
以
上
の
お

年
寄
り
が
対
象
で
、
健
康
と
教
養
、
趣

味
な
ど
の
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

敬
老
祝
品
と
祝
金
の
支
給

毎
年
九
月
に
、
市
内
に
住
ん
で
い
る

七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
、
敬
老
と

長
寿
を
祝
っ
て
祝
品
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
八
十
八
歳
以
上
の
お
年
寄
り
に

は
米
寿
の
記
念
品
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
八
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り

に
は
祝
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
介
護
者
慰
労
金

家
庭
で
、
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
を

介
護
し
て
い
る
人
の
肉
体
的
、
精
神
的

労
苦
に
対
し
て
、
慰
労
金
を
年
一
回
支

給
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
人
は
、

三
か
月
以
上
ね
た
き
り
の
状
態
に
あ
る

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
介
護
し

て
い
る
家
族
で
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
お
年
寄
り
の
健
康
診
査
、

保
健
婦
の
家
庭
訪
問
指
導
、
医
療
福
祉

制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
日

ノ、
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八
月
四
日
㈲
か
ら
五
日
㈹
未
明
に
、
高
萩
市

内
に
大
雨
を
も
た
ら
し
た
台
風
十
号
の
被
害
状

況
な
ど
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
し
ら
せ

し
ま
す
。
ま
た
、
八
月
三
十
日
出
か
ら
九
月
五

日
㈱
ま
で
は
防
災
週
間
で
す
。
と
く
に
、
こ
れ

か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
む
か
え
、
万
一
の
災
害

等
に
備
え
て
、
準
備
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
台
風
十
号
に
よ
る
降
雨
量
は
、
別
表

一
、
二
の
と
お
り
累
計
の
数
字
で
、
大
能
地
区

で
四
百
四
ミ
リ
、
花
貫
ダ
ム
で
四
百
四
十
一
ミ

台
風
十
号
に
よ
る
大
雨
の

被
害
状
況
ま
と
ま
る

鐘f" ;'i､''¥
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▲冠水した県道高萩友部線

台風10号による被害状況
（8月12日現在）

住宅被害

床上浸水25棟（25世帯， 75人）

床下浸水60棟(60世帯,233人）

非住宅

公共建物 2棟

その他 7棟

田

流失・埋没0.3ha

冠水 55 ha

畑

流失・埋没51nf

冠水 48㎡

道路 48か所

橋りょう 18か所

河川 44か所

水道

（簡易122戸）

用水路 11か円「

土砂くずれ，落石 8か所

リ
、
ま
た
、
消
防
署
で
も
二
百
七
十
六
ミ
リ
と

記
録
的
な
大
雨
に
な
り
ま
し
た
。
と
く
に
、
花

貫
ダ
ム
周
辺
で
は
、
最
大
一
時
間
で
六
十
六
ミ

リ
を
示
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
昭
和
六
十
年
の
月
別
総
雨
量
は
、
別

表
三
の
と
お
り
、
つ
ゆ
時
の
六
月
に
三
百
五
十

六
・
五
ミ
リ
と
最
大
量
を
記
録
し
て
い
ま
す
が

今
回
の
降
雨
量
は
一
日
で
こ
れ
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昭
和
六
十
年
一
年
間
の
総
雨
量
千

五
百
六
十
五
ミ
リ
の
約
四
分
の
一
を
越
え
る
量

と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
か
に
、
今
回
の
降
雨
量
が

す
ご
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す

被
害
状
況
に
つ
い
て
も
、
床
上
浸
水
二
十
五

棟
、
床
下
浸
水
六
十
棟
な
ど
、
今
ま
で
に
な
い

大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

へ
）

〈
税
金
相
談
〉

災
害
に
あ
っ
た
か
た
は
、
税
金
面
で

い
ろ
い
ろ
な
救
済
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
早
目
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
国
税
に
つ
い
て
日
立
税
務
署

念
○
二
九
四
’
一
二
’
六
三
四
六

○
県
税
に
つ
い
て
高
萩
県
税
事
務
所

冠
二
二
’
二
○
一
九

○
市
税
に
つ
い
て
市
役
所
税
務
課

ａ
二
三
’
一
二
一
一
内
線
二
○
一

被害額

公共文教施設

農林水産業施設

公共土木施設

1千50万円

8千854万円

1億6,152万4千円

ー

▲破損した県道高萩大子線

呈の 表 1）8/5(別 単位：m、8/4

3:004:009:00 10:00 12:00 1:00 2:00 5:00 6:00 7:006:00 1 7:00 8:00 11:005:00
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大能

…／潟
０
〆

４
＆
〆

消防署

昭和60年月別総雨量調べ （別表3)(別表2）

５

卜
６

言
Ｐ
目
』１５

２
．

１
９２

１
７

１
９５

ｈ
Ｅ
Ｉ
ｆ
Ｄ

Ｉ
２
１
０１５

９
５１

Ｐ

『

』

６
６５３

５
乃５

４
弧１５

３
胡１５

２
田２５

１
ロ５

、I、

500

５

８
２８８

７
０１

巳 ’
花貫ダム

二二

０
０
０

０
０
０

４
３
２

ヒ
ヒ

ー
ム
画
同

一
大

一
■
壱
一

／

過去5年間1日最大雨呈調べ
昭和56年10月22日 188.0"”

昭和57年4月15日 117.0畑呪

昭和58年9月28日 93.5mm

昭和59年5月31日 59．0加肌

昭和60年2月9日 123.5刎汎

一

〆

_プ卜ﾆｰ 消防署

’
_グ都

互弄一二
一

〆

＝岸菫

ヰ
｜

’

一

０
０
０

０
５

１

肖室二
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昭
和
六
十
一
年
第
一
“
一
回
高
萩
市
議
会

臨
時
会
が
八
月
一
日
由
に
開
か
れ
ま
し

た
。
今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
条
例

に
関
す
る
も
の
四
件
、
予
算
に
関
す
る

も
の
二
件
、
そ
の
他
一
件
で
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
条
例
関
係
）

○
高
萩
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

第
三
專
門
部
会
は
、
〃
礼
儀
を
正
し

く
し
、
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
〃

を
合
い
言
葉
に

○
あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進

○
郷
土
を
理
解
す
る
運
動

○
文
化
活
動
を
さ
か
ん
に
す
る
運
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市民憲章

推進協議会 市
議
会
だ
よ
り

③

1

1

～第3専門部会～

部
改
正
に
つ
い
て

○
高
萩
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
高
萩
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
高
萩
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、

勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す

あ
い
さ
つ
運
動
に
つ
い
て
は
、
礼
儀

を
正
し
く
、
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
運
動
を
進
め
る
た
め
、
秋
山
地
区
、

松
岡
地
区
の
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
支
部
社

伊
秋
山
小
学
校
前
の
あ
い
さ
つ
道
路

（
八
月
臨
時
会
）

ー

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
予
算
関
係
）

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

口
汚
）（

そ
の
他
）

○
農
産
物
の
市
場
開
放
を
や
め
、
米
作

を
守
り
、
安
全
で
安
定
し
た
食
糧
の
確

保
を
求
め
る
意
見
害
（
案
）
の
提
出
に

つ
い
て

議
会
事
務
局

協
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
が
協
力
し
、
朝

の
立
哨
指
導
の
な
か
で
、
広
く
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

郷
土
を
理
解
す
る
運
動
に
つ
い
て
は
、

親
子
や
一
般
を
対
象
に
、
市
内
の
施
設

や
史
跡
な
ど
の
見
学
会
を
実
施
し
て
い

第3専門部会員名簿

礼儀を正しくし， うるおいのあるまちづくり

運動 （敬称略）

所属機関団体名

市教育長

氏 名

鈴木一慧

笠谷喜之助高萩市文化協会長

高萩ライオンズクラブ会長

松丘高等学校長

公民館運営審議会長

貞夫l､田木

関根岩雄

具
令泰

本
田 泰 令田

根

姪蛭

イ
ン
・
高
萩

ｑ
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
．

ま
す
。文

化
活
動
を
さ
か
ん
に
す
る
運
動
に

つ
い
て
は
、
文
化
協
会
を
中
心
に
文
化

祭
や
音
楽
祭
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し

そ
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

〉
画高萩駅長

高萩市農業協同組合長 秀
一
竜

一
隆
一
馬

細

伊

金
弄
滕高萩市文化財保護審議会長

寿
一

光
健

沢
松

黒
若

委員〃

高萩市民合唱団代表

松久保・手綱工業手綱工業団地経営協会長 達 守

根 治

安
一
関社会福祉協議会山手地区南支部長

隆
子
雄

喜
正
孝

〃 高戸支部長

農協婦人部長

日立電鉄高萩営業所長

秋山婦人会長

高萩小学校長

秋山小学校長

高萩小学校PTA会長

大高

長久保

岡見

言諌言彦三下哀兀r……－－1

獺騨縄蝿

関根

橋本

美代子

尚
鰐
概
淨
舞
浄
擦
禅
擁
辮
鰕
撮
轆
騨
測
謹
戟
職
甑
蝉
騨
騨
葎
亜
鯛
辮
郷
縦
殺
搾
轆
瀞
轆
騨
嚇
慰
蝉
報
媒
恥
峠
鵜
澱
聯
郵
蕗
飛
騨
郡
増

帯金真雄

鈴木

飯田

彦
一
男

昭

謬
T－l

トベルトとヘルメット●シ

秋山小学校PTA会長 どちらも命を守る大切なもの－

忘れずに，正しく着用しましょ へ
ノハ

市報8月号の第2專門部会員名簿中，

高萩工業高校PTA会長の名前が誤って

いましたので， お詫びして訂正します。

（敬称略）

高萩工業高校PTA会長藤田 誠 －皇笠嘉 」
1 1
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…妙蜜需騨鐵蕊

鴬

義 Ⅱ噂＝
錬総

、１１

ノ／

憩蕊雷

蕊蕊

》
，
手

魑

癖

》

擢

瞬

恥
．
一
一
》

一
』

七
月
三
十
一
日
附
、
君
田
小
・
中
学
校
の
共
同
プ
ー

ｌ

ル
が
完
成
、
関
係
者
約
百
五
十
人
が
参
加
し
て
、
竣
工

式
と
初
泳
ぎ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

仲
北
誠
プ
に
紹
訓
鮮
艫
に
駄
馴
騨
垂
姉
裾

剛
ユ
た
ち
は
大
喜
び
…
…
…
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の
永
久
校
舎
、

君
プ
ー
ル
等
の
整
備
計
画
は
一
通
り
終
了
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

創
立
二
十
周
年
記
念

茨
城
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
受
賞
Ｊ
、

へ
）

佐川和人くん
(3年、君田中生徒会長）

七
月
二
十
日
側
、
笠
松
運
動
公
園
で
、

創
立
二
十
周
年
記
念
茨
城
県
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
大
会
が
開
か
れ
、
高
萩
市
か

ら
は
、
優
良
団
体
と
し
て
、

ん
○
高
萩
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者

さな

協
議
会
（
代
表
鈴
木
千
勝
さ
ん
）

みた

功
労
者
表
彰
と
し
て

れ

○
鳴
田
勉
さ
ん

さ彰

が
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

表

「みんなフ．－ルが出来るのを楽しみに

していました。すぐにでも飛び込みた

い。これまで“水”はただの水にしか

見えませんでしたが， このプールが出

来たことにより水も楽しいものになる

一アミ､1，－弓
、 しふ、 ノ○

ぼくも，ぜんぜん泳げないし，友だ

ちも息つぎをして泳げる人は，約2割

ぐらいかな。これから練習して， はや

く泳げるようになりたい。はじめて泳

いだ気分は最高です｡」

〆
成
田
空
港
か
ら
モ
ス
ク
ワ
経
由
で
、

西
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
へ
Ｉ
。

こ
こ
で
は
、
全
員
が
ホ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
の
郵
政
省
セ
ン
タ
ー
で
、
二
泊
三

日
の
統
一
行
動
、
そ
の
後
二
十
人
ず
つ

の
班
に
分
か
れ
、
佐
々
く
ん
は
、
車
で

四
十
分
の
一
番
近
く
の
ヘ
ッ
セ
ン
州
ベ

ン
ス
ハ
イ
ム
の
町
へ
向
か
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
十
八
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

第
十
三
回
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交

流
が
、
今
年
も
七
月
十
八
日
勘
か
ら
八

月
十
日
側
ま
で
の
二
十
四
日
間
の
日
程

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
百
六
十
人
、
県
内
か
ら
六

人
が
派
遣
さ
れ
た
、
こ
の
西
ド
イ
ツ
と

の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
高
萩
市
か
ら
佐
々

た
け
し毅

く
ん
（
安
良
川
、
日
立
北
高
二
年
Ｉ

柔
道
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
、

日独スポーツ少年団交流に
■■佐々＜ﾙ(安良｝1I)が参加

ー

、－－、
～

を
体
験
し
、
昼
は
ス
ポ
ー
ツ
交
流
と
、

忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

「
時
差
ボ
ケ
は
、
あ
ま
り
な
く
病
気
や

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
も
か
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
食
事
は
肉
類
が
多
か
っ
た
け
ど

大
丈
夫
で
し
た
。
こ
と
ば
も
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
た
家
の
主
人
が
英
語
の
先

生
だ
っ
た
の
で
、
わ
か
り
や
す
く
話
し

て
く
れ
て
、
た
い
へ
ん
助
か
り
ま
し
た

小
て
、
た
い
へ
ん
助
か
り
ま
し
た

指
導
者
を
め
ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
ｃ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
は
、
小
学
校

だ
け
で
な
く
、
中
学
、
高
校
や
社
会
人
に

な
っ
て
も
続
け
る
こ
と
が
、
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
」
と
佐
々
く
ん
は
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

ｃ

ｊ
ゞ
７
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、

左唾
二
年
前
の
交
流
で
西
ド
ィ
ッ

ノく
か
ら
私
の
家
に
一
週
間
滞
在

々佐
し
た
指
導
者
の
ロ
ル
フ
さ
ん

て
が
、
わ
ざ
わ
ざ
私
を
訪
ね
て

にム
く
れ
た
こ
と
で
、
な
つ
か
し

ｆか
い
人
に
会
え
た
喜
び
で
い
つ

宝
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
・

て《
今
回
の
交
流
テ
ー
マ
は
、

〃
ス
ポ
ー
ツ
と
環
境
“
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
な
ど
は
非
常
に
よ
く
整

備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
」

「
今
回
の
交
流
を
契
機
に

現
在
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
リ

ー
ダ
ー
（
柔
道
）
で
す
が
、 ’

1巴



夏
休
み
中
に
、
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
料
理
の
実
習
を
行
う
、
「
母
と
子
の
料
理
教
室
」
が
市
内
の

各
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
小
学
生
が
中
心
で
、
お
母
さ
ん
に
手
ほ
ど

き
を
う
け
る
と
、
思
い
思
い
に
包
丁
を
持
っ
て
、
た
ま
ね
ぎ

の
み
じ
ん
切
り
や
ワ
ン
タ
ン
包
み
な
ど
に
挑
戦
、
目
に
し
み

て
、
涙
を
お
さ
え
な
が
ら
悪
戦
苦
闘
の
末
、
お
い
し
い
カ
レ

ー
と
ワ
ン
タ
ン
ス
ー
プ
の
で
き
あ
が
り
、
夏
休
み
の
楽
し
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

丑

二

二

●

塁

三

三
画
三

星
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三

Ｅ

二

三

囚
皇

三

言

言

屋
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ｇ
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言

５
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冒

旦

言
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三

産

星

言

言

●

二

二

写

“

ョ

里

里

お
料
理
っ
て
楽
し
い
ね

第10回

茨城県少年すもう大会で優勝
棚橋基紀くん（駒木原）
<写真：前列中央〉

母
と
子
の
料
理
教
室

Ｅ

百

二

写

星

言

底

ロ

三

里

言

■

“

歪

室

三

＆

三

一

呈
口

二

二

二
二
“
ロ
ー

Ｅ

音

“

里

三

三

二
■
垂

塁

百

画

里

二

二

三

二
口

二

里

一

Ｅ
・
ニ

昼

官

二

“

星

三

二
●
垂

塁

冒

”

皇

三

言

ー
▲がんばったよ

占

三

二

且

壱

害

．

二

正

コ

二

●

畠

吾

ァ
ｚ
ロ

臣

口
二
●

呈

垂

置

ｚ

昌

屋

画

言

畠

雲

ェ

８

畠

言

二

“

七
月
二
十
七
日
⑧
、
第
十
回
茨
城
県

少
年
す
も
う
選
手
権
大
会
が
那
珂
湊
市

で
行
わ
れ
、
参
加
団
体
十
市
町
村
、
団

体
十
八
チ
ー
ム
、
個
人
百
五
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
高
萩
チ
ー
ム
は
、
熱
戦

の
結
果
、
団
体
・
個
人
の
部
と
も
そ
れ

ぞ
れ
優
秀
な
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

成
績
（
敬
称
略
）

▽
団
体
の
部
第
三
位

▽
個
人
の
部

六
年
生
：
・
棚
橋
基
紀
（
優
勝
）

林
栄
伸
（
第
三
位
）

四
年
生
…
三
村
竜
二
（
第
三
位
）

三
年
生
…
山
形
和
弘
（
準
優
勝
）

胡
麻
田
一
己
（
第
三
位
）

癖

翻

瀧

鰯

霞

尋

欝

卜

・

４
１
１
Ａ
０
７
ｒ
ｅ
夢
瀧
鋸
鴇
瑠
辱

〕
▲お母さんと楽しく （石滝公民館

ア料理≦利のアイ
一
丁

』 ー

＊パイカうす-いとん＊

§／
（材料4人分）

Oおだんご分

･上新粉…………1709

・塩･……･………・ 1 ．79

0クリームスープ分

零，‐

§
･スキムミルク……･…409

食生活改善推進員

飯田勝子さん

（秋山）

・小麦粉“…………･BOg ・マーガリン

・スキムミルク……609 。にんじん…

・玉ねぎ･…･……1509 。いんげん…

・コンソメ…･…･…､109 ・塩･……….

・コシヨウ・パセリ…･少々

（作り方）

Oおだんご

上新粉， スキムミルク，塩をまぜて，熱湯で耳

たぶぐらいのかたさにこれ，好みの形につくりゆ

であげておく。

Oクリームスープ

①玉ねき零はくし形， にんじんはさいの目に切り，

いためて塩・コショウをする。

②いんげんは小口切りにし，色よくゆでる。

９
９
９
９

０
０
０
２

６
５
１
》

「困ったな,少しごはんが足りな

いかな…そんなある夕方， ふっ

と頭の中をよぎったのは,昔,さん

ざん食べさせられた"すいとん"で

した。貧しいイメージからの脱皮

をしてみようと，私なりに知恵を

しぼった結果が， スキムミルクと

マーガリンをたっぷり使った“ハ

イカラすいとん"，わが家の子と・も

たちにも大好評です｡」

③コンソメは360c.cのぬるま湯でといておく。ス

キムミルクを600cc.のぬるま湯でとく。厚手の

鍋にマーガリンをとかし，小麦粉をこがさない

ようにいため， といたスキムミルクを少しづつ

入れ， だまにならないようにのばす。

④①と③を加え，次におだんごを加えて1～2分煮

込む。塩・ コショウで味を整え，最後にいんげ

んをまぜて火を止める。盛りつけてから，パセ

リのみじん切りを中心にかざる。

！
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，

高
齢
者
大
学
の

「
市
政
を
間
く
会
」

七
月
三
十
日
㈱
、
中
央
公
民

館
で
、
高
齢
者
大
学
「
市
政
を

聞
く
会
」
が
開
か
れ
、
講
師
に

鈴
木
市
長
を
む
か
え
、
昭
和
六

十
一
年
度
の
市
の
予
算
や
新
総

合
計
画
基
本
構
想
な
ど
、
こ
れ

か
ら
の
高
萩
市
に
つ
い
て
の
勉

強
を
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

約
百
五
十
人
で
、
み
な
さ
ん
熱

心
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

畳E

太
公
望
が
腕
を
競
う

八
月
一
一
日
出
、
高
萩
海
岸
で
、
第
十
九
回
市
民
い
し

も
ち
釣
大
会
が
開
か
れ
、
た
く
さ
ん
の
太
公
望
が
腕
を

競
い
ま
し
た
。
折
か
ら
の
猛
暑
の
中
、
海
岸
は
涼
を
求

卦
め
る
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

蝉
散
函
蹴
識
織
〃
鰄
理
認
識
識

や くとI柊 f,
鳴 冒 ●『；

ゴ ､
轟謨編 , ム

‘”鳥4熱
‘ :， ; /,難

虫 型 雪㎡』

湾鐸蝋
; ] T]虫唖『畦

’
鰯

へ
） ジ

メ

§
＃

錐

灘織

鱗
尭
設
》

雄
騨

鴬

灘
癖

藤､…

JJI" 踊
主

識
寄進

通安全を呼びかける

‘‘テント村作戦”

蕊蕊議繍

鴛 溌蕊 ’

ー

糞
議

毎
＄

に
角

1口！



八
月
十
日
側
、
高
浜
運
動
広
場
で
、

第
七
回
市
民
テ
ニ
ス
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
成
績
（
敬
称
略
）
〔
男
子
〕
優

勝
…
戸
張
・
熊
倉
組
、
準
優
勝
…
高
橋
・

大
内
組
、
第
三
位
…
大
内
・
内
田
組
、

阿
部
・
太
田
組
〔
女
子
〕
優
勝
…
坂
井

・
井
上
組
、
準
優
勝
・
・
・
松
尾
・
岩
出
組
、

第
三
位
…
小
山
・
柴
田
組
、
武
田
・
大

内
組
〔
壮
年
男
子
〕
優
勝
…
大
沼
・
根

本
組
、
準
優
勝
…
青
木
・
落
合
組

み
ご
と
な
リ
タ
ー
ン
が

決
ま
り
ま
し
た

く
市
民
テ
ニ
ス
大
会

（
ダ
ブ
ル
ス
）

鰹員 …叫患溌驚謹謎…$侭僅譲騨隷鱗…軽譲

I 、

‘釧禽

…

認

…掻溌霞地区対抗球技大会 乳ゞ
識：

鴬"座:蕊懲悪蟻~ β

識f爵
幾

蕊蟻 畿騒
8月10日(日),PTA連絡協議会,子ども会

育成連合会主催の地区対抗球技会が，高萩

中学校で行われ，男・女合わせて約50チー

ムが， ソフトボール， ポートポールにそれ

ぞれ熱戦を繰り広げました。

蕊譲

霧

〃癖
▲それ～，シュート／

女子ポートボールの熱戦

qナイスバッティング

決まっているでしょうこのフオーム

鶏

蕊M…

美しい森を23世紀まで残そう
ー

下
君
田
柳
沢
の
国

有
林
に
は
、
七
十
年

か
ら
八
十
年
生
の
美

し
い
森
が
あ
り
ま
す
。

高
萩
営
林
署
で
は
、

こ
の
「
美
し
い
森
を

一
一
十
三
世
紀
ま
で
残

そ
う
」
と
手
づ
く
り

の
記
念
碑
を
建
設
し

ま
し
た
。

こ
の
森
は
、
七
年

前
に
地
元
の
「
苦
労

し
て
育
て
た
人
工
林

を
残
し
て
欲
し
い
。
」

鰯
と
い
う
要
望
に
こ
た
え
て
、
国
有
林
十
六
加
を

「
愛
林
記
念
の
森
」
と
し
て
設
定
し
た
も
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
禁
伐
林
と
し
て
半
永
久
的

に
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▲市役所を訪れ鈴木市長に優勝を報告

島名上萩ケ丘スポーツ少年団が初優勝

8月23日(封， 24日(日)の両日，水戸県営球場で県内各地か

ら96チームが参加して，第6回ちびっ子少年野球大会が行

われました。この大会に高萩市から参加した島名上萩ケ丘

野球スポーツ少年団が，初出場ながら次々と強豪を打ち破

レノ，みこと初優勝を飾りました。
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F工業恥御輕司
蕊 ～企業紹介～

⑧

山之内製蘂株式会社

琴鞭
撤:､ “

工場長

安達 守さ人
山之内製薬株式会社

市内に在住で，東京から赴任して一年

奥さんと一男二女の五人家族です。

趣味は， ゴルフと読書， それにアルコ

ールを友として，社員と未来工場を語り

始めると時間も忘れるほどとか……。
うなばら

「緑の山なみ，世界に通じる海原， こ

のような環境のもとで，人と産業の調和

を求め，仕事に汗する喜びは，最高です

ね』と話していました。

高萩市赤浜字松久保160-2

（松久保工業団地）

179億7,000万円

医療用医薬品

（ヤマテタン・ガスター等）

136,000nf

19,000nf

120名

昭和49年11月

住 所

山
之
内
製
薬
株
式
会
社
は
、
東
京
に

本
社
が
あ
り
、
工
場
は
こ
の
高
萩
の
ほ

か
、
東
京
に
二
か
所
、
静
岡
に
一
か
所

あ
り
ま
す
。

高
萩
が
一
番
若
い
工
場
で
す
が
、
近

い
将
来
盛
岡
の
近
く
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

に
も
工
場
が
出
来
る
そ
う
で
す
。

主
な
製
品
と
し
て
は
、
マ
キ
ロ
ン
．

資本金

主な製品

敷地面積

建物面積

社員数

操業開始

へ
）

ハ
ー
ブ
キ
ャ
ン
デ
ー
・
ミ
ノ
ン
等
の
一
一

般
薬
も
あ
り
ま
す
が
、
医
療
用
医
薬
品
一
と

中
熱
蠅
学
墜
噸
燭
洲
淨
一
舗
俗
鵠
ｊ
｜
言
§

り
ま
す
。

古
子

郎
８

団
地
の
中
に
一
風
変
わ
っ
た
白
色
の
Ｕ
｜
の

Ｆ
Ｏ
の
よ
う
な
水
槽
が
姿
を
現
す
、
こ
－
剛
民
倣
〃
Ｉ
田士心

こ
が
高
萩
工
場
で
す
。

こ
の
工
場
で
は
、
抗
生
物
質
を
始
め
、
｜

か
い
よ
。
？

抗
潰
瘍
剤
、
心
臓
病
薬
等
幅
広
い
バ
ル
’
と
こ
ろ
で
『
高
萩
の
昔
話
と
伝
説
』

ク
（
原
薬
）
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
｜
｜
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
桃
太
郎
」
の

輸
出
先
国
の
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
｜
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
「
ど
こ
か
の

の
厚
生
省
か
ら
も
〃
優
秀
な
工
場
“
と
一
川
で
、
婆
様
が
洗
た
く
し
に
い
っ
て
、

認
め
ら
れ
、
原
材
料
の
受
け
入
れ
か
ら
－
赤
い
箱
と
白
い
箱
を
ひ
ろ
っ
て
家
に
帰

製
品
の
出
荷
ま
で
、
万
全
の
品
質
保
証
一
つ
た
。
開
け
て
み
る
と
桃
が
入
っ
て
い

体
制
の
も
と
で
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
’
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
に
よ
－
こ
の
昔
話
は
一
見
ユ
ニ
ー
ク
の
よ
う

る
プ
ラ
ン
ト
の
自
動
、
ン
ス
テ
ム
は
、
安
一
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
は
舌
切
り
雀
と

全
面
、
品
質
面
等
精
度
の
高
い
内
容
で
一
浦
島
太
郎
の
話
が
交
じ
り
合
っ
て
い
る

稼
働
し
て
お
り
、
一
部
で
は
無
人
運
転
一
の
で
あ
る
。
「
赤
い
箱
」
「
白
い
箱
」

一
は
雀
か
ら
も
ら
っ
た
「
葛
籠
」
（
つ
づ

を
実
現
し
て
い
ま
す
。

工
場
長
の
安
達
さ
ん
は
、
「
現
在
、
｜
ら
）
や
浦
島
太
郎
が
乙
姫
様
か
ら
も
ら

し
ぐ
ま

社
員
は
一
二
○
名
で
す
が
〃
Ｚ
（
和
）
〃
を
一
つ
た
「
玉
手
箱
」
と
混
同
し
て
い
る
の

モ
ッ
ト
ー
に
、
〃
真
に
社
会
か
ら
求
め
一
で
あ
る
。

ら
れ
る
医
薬
品
づ
く
り
“
を
全
員
共
一
『
勝
田
の
昔
話
と
伝
説
』
に
は
、
も

通
の
目
標
と
し
て
、
そ
の
達
成
過
程
で
一
つ
と
面
白
い
桃
太
郎
の
話
が
あ
る
。

自
己
実
現
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
一
お
婆
さ
ん
が
川
で
洗
た
く
し
て
い
た

一
ら
箱
が
流
れ
て
き
た
。
開
け
た
ら
桃

す
。

ま
た
、
高
萩
に
進
出
し
て
十
二
年
目
、
一
が
入
っ
て
い
た
の
で
、
二
つ
に
割
る

地
域
社
会
と
の
結
び
つ
き
も
、
大
事
に
一
と
桃
太
郎
が
生
ま
れ
た
。
桃
太
郎
は

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
哩
と
話
し
一
鬼
が
島
へ
鬼
征
伐
に
い
く
の
に
、
亀

一
に
乗
っ
て
「
も
し
も
し
亀
よ
の
亀
さ

て
い
ま
し
た
。

’
ん
に
乗
っ
て
」
で
か
け
た
。
す
る
と

一
「
蜂
」
だ
の
「
犬
」
だ
の
が
加
勢
に

｜
ら
）
や
浦
島
太
郎
が
乙
姫
様
か
ら
も
ら

｜
こ
り
↓
氏
才
‐
く
ｆ
↓
ん
木
…
て
．
／
・
｝

涙
２
１
ル
ノ

と
い
シ
フ
の
で
あ
る
。

マ
ソ
ク
出
カ
ケ
マ
、
ソ
タ

｜
っ
た
「
玉
手
箱
」
と
混
同
し
て
い
る
の

一
で
あ
る
。

一
つ
』
鵡
叩
岬
嶋
帰
恥
娠
識
錐
誹
非
一
も
『
［
ｈ
］
〆
》
典
や
史
宍
沁
●
噂
：
〆
ル
ー

ノ
ヤ
・

ハ

ロ

、

４

‐
・
・
ト
ー
畔
』
〉
、
、
（
コ
コ
一
・
・
、
〈
・
派

‐ず・

｝

、

》

尋

潭

一

《

Ｆ

・

一
．
｜

’
お
婆
さ
ん
が
川
で
洗
た
く
し
て
い
た

一
戸
，
”
・
〆
｜

｜
ら
箱
が
流
れ
て
き
た
。
開
け
た
ら
桃
・
８
、

毎
｜

令
〃
“
，
《
一
，
詞
》

副聖

一
が
入
っ
て
い
た
の
で
、
二
つ
に
割
る

▲

夕
㈲
一

一
と
桃
太
郎
が
生
ま
れ
た
。
桃
太
郎
は
蒋
。
弛

一
鬼
が
島
へ
鬼
征
伐
に
い
く
の
に
、
亀

一
に
乗
っ
て
「
も
し
も
し
亀
よ
の
亀
さ

一
ん
に
乗
っ
て
」
で
か
け
た
。
す
る
と

一
「
蜂
」
だ
の
「
犬
」
だ
の
が
加
勢
に

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

司
１
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
‐
‐
１
１
‐
１
１
１
‐
１
１
‐
１
Ｊ

き
て
手
伝
っ
た
。

｜
巳

一
と
こ
の
話
に
は
「
桃
太
郎
」
「
浦
島
太
一
‐

一
舗
俗
鵠
ｊ
諄
郵
鮎
堂
串
潅
鰄
」
一
睡
雄
罐
硫
龍
一

郎
８
の
で
あ
る
。

｜
の
一
萩
民
倣
ｉ
田士心

一
高
ョ
《
カ
タ
．
《
サ
ク
ラ
読
本

ｑ
文
部
省
編
・
昭
和
八
年
）

’
と
こ
ろ
で
『
高
萩
の
昔
話
と
伝
説
』
ツ
ヶ
マ
シ
ダ
／
、

｜
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
桃
太
郎
」
の
涯
嘩
毬
が
泣
鉾
㈹
テ
ヅ
ル
榧
翻
確
岬
酔
背
画
聖
一

ツ
ヶ
マ
シ
タ
．

モ
モ
タ
ラ
ウ
ハ
‐
ダ
ソ
ダ
・

ソ
大
キ
ク
ナ
ソ
テ
・
タ
イ

オ
ナ
ィ
サ
ン
ト
ォ

ハ
ァ
サ

：

｜
っ
た
。
開
け
て
み
る
と
桃
が
入
っ
て
い
、
／
二

一
た

オ
ニ
ガ
》
ソ
マ
ヘ
オ
ニ
タ
イ
ヂ
ニ
イ
キ
↓
、
雫
・
ヘ
ウ
↓
“
’

ー

キ
ピ
ダ
ソ
ゴ
ヲ

ク
ダ
サ
イ
．
｜

ト
ィ
ヒ
マ
・
ソ
タ

キ
ビ
ダ
ソ
ゴ
ヲ

。
、
ソ
ラ
ヘ
テ

ヤ
リ
マ
・
ソ
タ

モ
モ
タ
ラ
ウ
ハ
ー
勇

ゾ
ウ
ッ
ョ
ク
十
リ
マ
・
ソ
ダ

ァ
ル
日
モ
モ
タ
ラ
ウ
ハ
・

オ
ヂ
イ
サ
ン
ト
オ
・
ハ
ア
サ

－－－一一一■■■■■



《視聴覚ライブラリーを利用しましょう》紅葉の日光への旅

東照宮・江戸村見学

～第16回高萩市民号～

参加者募集中／

高萩市・北茨城市及び十王町視聴覚ライブラリー協議会では，

約600本の視聴覚資料の貸し出しをしています。子ども会，学

校行事などにご利用ください。

16ミリフイルム約200本社会教育，子ども会など

8ミリフイルム約400本学校教材ほか

（昭和61年度分) 16ミリフイルム
10月23日（木）

日光東照宮， 日光江戸村

450人

市役所市民相談室(現金を添えて）

大人…･･…･11,000円

小人.……･･ 8,500円(小学生以下）

（旅費，入場料，昼食，夕食，含みます｡）

と き

ところ

募集人員

申込受付

費 用

題 名 時分対象

咲ちゃんの

おふろやさん 43 児童

（道徳No.103)

内 容

あなたのクラスにも， いじめっ子やいじ
められっ子がいると思います。 どの作品の

咲子と一緒に， こうした問題について考え
てあげてください。

●原作「お父さんのおんぶ」を映画化した作
品です‘。

“燃えさかる山火事"，逃げだすことでせ

いいっぱいの清之一家が気がついたとき，

愛犬ベスは行方不明に……

ゴンタと

よばれた犬

（道徳No.104)

小学校

中学校

一般

42

行 程 アニメーション映画毎夜，幽霊がさま

よい出ると噂されるカンタビル屋撒に， ア

メリカ大使の一家が住むことになったが,・・

このH央画は， 19世紀末にイギリスで活躍
した作家オスカー・ ワイルドの短編小説

「カンタビルの幽霊」を子ども向けに再構
成したものです。

保育園

幼稚園

小学校

一般

バス

高萩ー－宇都宮 日光東照宮見学獄1，6:30 10:10 12:00

高萩言一一一宇都宮 日光江戸村見学=」ス
ノミス

21:30 18:30 16:50 15:20

※詳しくは，市民相談室へ金23-2111内線262

幽需屋敷

（道徳No.105)

幽需屋敷

（道徳No.105）
20

※その他ビデオカメラー式(VHS) を貸し出しています。学

校行事，研究発表等の収録にご利用ください。

詳しくは，高萩市・北茨城市及び十王町視聴覚ライブラリー

協議会へ壷23-7174

ー

､fﾉ､-T"ニム､-丁〆ﾉ､FY,入､で診人､､了""へ､T""人､､了〆〆ヘ､T""人､､了謨入､､f診ｭ､､T〆グﾑ､､T〆一ﾍｰ ヂﾑ､､Y〆"k､了ﾉ､ごY"へ壱Y″ﾝﾑ､Yﾝ人､､ヤジへ､T"ダム､､T""人､､fグﾑ､､T"〆へ､T〆"と､ﾏダﾑ､､T〆"へ､で"へ､了〆"人．Y冤謨人､､T"ヂヘ､T"-A､、Yつに､ｱジ ､了〆ﾉ､､T〆ダム､､v″グ

文
化
会
館
催
し
も
の
も
の

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

ク
イ
ン
テ
ッ
ド

信
じ
ら
れ
な
い
程
の
み
ご
と
な
テ
ク

ニ
ッ
ク
と
明
る
い
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ナ
ー

で
、
聴
衆
に
コ
ン
サ
ー
ト
の
楽
し
さ
を

。
、
、
や

満
喫
さ
せ
て
く
れ
る
ス
ー
ノ
ー
フ
ラ
ス
。

幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
、
自
由
自

在
に
吹
き
こ
な
す
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、

内
外
で
批
評
家
の
絶
賛
を
浴
び
て
い
ま

す
。
一
九
八
二
年
に
初
来
日
で
人
気
急

上
昇
、
八
四
年
、
八
五
年
に
続
き
三
年

連
続
四
度
目
の
来
日
で
す
。

と
き
九
月
二
十
七
日
⑰

午
後
二
時
開
演

入
場
料
Ａ
席
二
、
○
○
○
円

Ｂ
席
一
、
五
○
○
円

（
当
日
二
○
○
円
増
）

入
場
券
発
売
中

工
ム
パ
イ
ヤ
ブ
ラ
ス

驚識鰯鱗驚繍栽
繋撫罐噌奪緋‘鱗警笈

■ 番 争

箪灘溌然｡鑑；; r，
蕊蕊繍難蝉識鍬説" ‘

轤雫 睦学で『繩 』 た E士孕磨､鶏 ニ 喝 ､… ､呈

副､ 』 ､<』薙 金. 一 色〃

二 等写尋』'綿 軽与式鍜轟華『賃齢 ど畷 4, .

玲 蛋 … 母 殻みず f,⑧.. 昼 昼 括A－－ 夢 ,》. 士 晶

勝 鑑､~溺鑪 雑鋤 贈 :‘＄蕊:謹鶏" ． ． ， ､ L ‘

鶏

指
揮
手
塚
幸
記

バ
イ
オ
リ
ン
宗
倫
匡

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
ー
運
命
ほ
か

と
き
十
月
二
十
六
日
⑧

午
後
二
時
三
十
分
開
演

親
子
劇
場

「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」

と
き
十
月
二
十
五
日
⑰

午
後
一
時
開
演

入
場
料
一
、
○
○
○
円

（
大
人
も
小
人
も
同
額
）

入
場
券
発
売
日
九
月
二
十
一
日
⑧

新
日
本

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

）
｝

と
き
十
一
月
十
六
日
⑧

午
前
十
一
時
、
午
後
二
時

入
場
料
大
人
一
、
○
○
○
円

高
校
生
八
○
○
円

中
学
生
以
下
七
○
○
円

入
場
券
発
売
日
十
月
十
九
日
㈹

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
耆
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
．

高
浜
や
お
け
ん
、
野
木
商
店
、
日
立
市

民
会
館
、
ピ
ァ
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、

文
化
会
館
（
念
二
三
’
七
四
一
二

入
場
料
Ａ
席

Ｂ
席

入
場
券
発
売
中

瀞

映
画植

村
直
己
物
語

聴
雲
鴬
：
…
蕊
ｉ
Ｊ
堂

篭

三四
､ 、

五○
○○

○○
円円

灘蕊
も
げ
ま

1フ



最
近
、
子
ど
も
の
あ
ご
の
力
が
弱
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
柔
ら
か
い
も
の
ば
か
り
食
べ
て

い
る
と
あ
ご
の
発
育
が
悪
く
、
歯
並
び

に
も
影
響
し
ま
す
。

か
む
こ
と
と
か
ら
だ
の
関
係

★
消
化
の
手
助
け
を
す
る

食
べ
た
も
の
を
細
か
く
し
、
だ
液

と
よ
く
混
ざ
る
と
冑
に
入
っ
た
と
き

に
消
化
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
特

に
だ
液
の
プ
チ
ァ
リ
ン
と
い
う
酵
素

は
、
ご
は
ん
や
パ
ン
な
ど
の
で
ん
ぷ

ん
を
糖
質
に
変
え
る
の
で
、
冑
に
入

る
前
に
消
化
・
吸
収
の
準
備
が
で
き

うばす
ち
・
て

に
婦

ん
健

一
毒

’
1

1
● ●

かむことを

忘れて

いませんか

おのせゆうたくん（2歳）

あきなちゃん（2歳）と

お母さんの則子さん

（秋山）

る
こ
と
に
な
り
ま
す
ｃ

★
口
の
中
を
き
れ
い
に
す
る

か
た
い
も
の
を
か
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
ほ
か
の
食
べ
か
す
を
取
り
除
き
、

歯
垢
を
つ
き
に
く
く
し
ま
す
。

★
よ
く
か
む
子
は
頭
が
よ
い

「
か
む
」
と
い
う
運
動
は
、
脳
に

近
い
と
こ
ろ
で
た
く
さ
ん
の
神
経
が

か
か
わ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
、
脳
に

は
と
て
も
よ
い
刺
激
に
な
り
、
俗
に

頭
を
よ
く
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

か
ま
な
い
食
事
が
か
め
な
い
原
因

●
食
事
に
添
え
た
い
お
か
ず

じ
ゃ
こ
と
野
菜
の
か
き
揚
げ
、
ひ
じ

き
と
大
豆
の
煮
物
、
手
づ
く
り
の
ふ

り
か
け
（
青
菜
と
桜
え
び
な
ど
。
）

●
お
や
つ
に
加
え
た
い
も
の

ご
ま
ト
ー
ス
ト
、
ピ
ー
ナ
ツ
、
す
る

め
、
煮
干
し
の
か
ら
い
り
、
チ
ー
ズ

の
包
み
揚
げ
、
り
ん
ご

ゆうたくんがお兄ちゃん。

お庭にプールを出して，水遊びを

するのが大好きなの。

へ
）

仲良く遊んでいたかと思うと，

すぐ， おもちゃのうばいあいでけ

んかになる。元気な2人です。んかになる。元気な

七
月
に
胃
集
団
検
診
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
追
加
と
し
て
左
記
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
九
月

二
十
二
日
㈲
か
ら
九
月
二
十
七
日
出
ま

で
に
、
電
話
あ
る
い
は
直
接
衛
生
課
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

、
実
施
日
十
月
十
三
日
㈲

十
四
日
㈹

受
付
午
前
六
時
～
七
時
三
十
分

対
象
三
十
歳
以
上
の
男
・
女

料
金
五
○
○
円

会
場
高
萩
市
役
所

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役

所
衛
生
課
ま
で

含
二
三
’
一
二
一
一

内
線
三
六
三
・
三
六
四

高萩市民“健康まつり”

－子どもの健康を考える－

高萩市医師会と高萩市健康づくり推進協議

会では，市民の健康づくりをすすめるため，

“健康まつり”を下記のとおり行います。市

民のみなさん，ぜひご参加ください。特にお

子さんを持つお母さんがた， この機会に子ど

もの健康について一緒に考えてみましょう。

冑
集
団
検
診
の

追
加
に
つ
い
て

と き 9月20日出，午後1時30分から

ところ高萩市中央公民館

内容 (1)講演

①「小・中学生の健康づくり」

茨城県医師会長小川 清先生

②「健康づくり－幼児・小児期からの

戦略一」

茨城大学教授 向井幸生先生

(2)発表

①PTA(親)の立場から望むこと

高萩市PTA連合会など

②乳幼児健診の結果から

保健婦

(3)懇談

主催高萩市医師会

高萩市健康づくり推進協議会

後援高萩市，高萩市教育委員会

高萩市PTA連合会

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
運
動
会

九
月
七
日

九
月
十
四
日

九
月
二
十
一
日

九
月
二
十
八
日

～
″
高
萩
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

鈎
団
が
新
た
に
結
成
さ
れ
、
現
在
、

せ
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま面
対
象
小
学
四
年
生
か
ら
六
年

し

生
ま
で
の
男
・
女

流
練
習
日
毎
週
日
曜
日

髭
練
習
会
場
高
浜
運
動
広
場
ま
た

、
、
ノ
グ

は
、
高
萩
小
学
校

で力
※
詳
し
く
は
、
宮
島
紀
雄
宣
一

ソ扮
二
Ｔ
二
一
一
一
三
三
ま
た
は
、
市
民
体

く
育
館
念
二
三
’
二
五
五
二
へ

ー

高松君松
小小小中

秋高横
小中小

● ｡ ●

東秋君
小中中

十
月
十
二
日

十
月
十
九
日

十
月
五
日

「
高
萩
・
昔
・
む
か
し
テ
レ
フ
ォ
ン

サ
ー
ビ
ス
」
の
お
し
ら
せ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
萩
電
報
電
話
局
で
は
、
昔

か
ら
語
り
継
が
れ
て
い
る
、
民
話
や
伝

説
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
す
る
「
高
萩
・

昔
・
む
か
し
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

九
月
は
、
「
へ
び
女
屋
十
月
は
、
「
八
幡
太

郎
と
堅
破
山
」
で
、
こ
れ
ら
の
お
話

は
高
萩
市
教
育
委
員
会
発
行
の
「
高
萩

の
昔
話
と
伝
説
」
を
参
考
と
し
た
も
の

で
す
。
念
二
四
’
○
○
○
○
で
、
テ
レ

フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

（

東
幼
稚
園

松
岡
幼
稚
園

秋
山
幼
稚
園

第
一
幼
稚
園

1巳



第6回市民総合体育大会 昭和61年度文化祭展示・発表部門一般募集

今年度文化祭を開催~するにあたり，市民の芸術文化愛好者のかたがたの参

加をお待ちしています。

●展示部門展示期間： 11月2日(日)～4日（火） 文化会館・中央公民館

十期
月

十
二

日 日

十
月
五
日

兼
第
七
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

十
日

十
月
五
日

兼
第
十
三
回
卓
球
大
会

十
月
十
二
日

十
月
十
九
日

’ 容内種別

○大きさ等 1人1点, 50号まで。必ず額縁に入れることc

o種類日本画・油彩・水彩・版画

美術○資格市内在住・通勤者

○申込11月1日(1z), 9:00までに文化会館へ

○連絡先針生 進査23-5565

兼
第
十
二
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

市
民
体
育
館

兼
第
十
二
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

市
民
体
育
館

兼
第
十
一
回
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
一
市
民
体
育
館

兼
第
十
一
回
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
一
市
民
体
育
館

※
詳
し
く
は
市
民
体
育
館
へ
（
盆
二
三
’
二
五
五
二
）

5を基本とし，社会または人間風詠とすること

10月9日(洞までに社会教育課へ

樫村一歩壷23 3644

戸、戸 行

しノO ・ イ

川柳○申込

○連絡先

○自作短歌一首※高萩短歌会にて色紙に書き展示

○申込10月15日(水)までに官製はがきで

樋渡文子(大和町2-59) a22-2202会
場

高
浜
運
動
広
場

テ
ニ
ス
コ
ー
‐
ｒ

高
浜
運
動
広
場

球
技
場

市
民
体
育
館

短歌

○耆体自由

書道 ：蝿財嚇
○申込10月15日(洲ま

ー

180cm(縦横自,@60cm×21cm(縦のみ) 60cm×1

以内とする。

でに．荒井豊流(春日町1－2壷22 2310)

市
民
の
音
楽
愛
好
者
及
び
団
体
の
参

加
で
、
楽
し
い
音
楽
祭
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い

と
き
十
一
月
二
十
三
日
一
勤
労
感
謝
の
日
）

午
前
十
一
時
～
午
後
四
時

（
出
演
団
体
に
よ
り
変
更
有
）

と
こ
ろ
文
化
会
館

※
参
加
希
望
の
か
た
は
、
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
へ
念
二
三
’
二
三
一

第
十
三
回
市
民
音
楽
祭

出
演
者
募
集

●発表部門発表日 ： 11月2日(日)…琴11月3日(月)…民謡文化会館ホール

容
ﾛ■■ロ

四種別

○曲目は相談の上決定

○申込9月3()日(火)までに，原瀬美子(本町］

○民謡発表(唄） ※募集は若干名

○申込 9月30日(火)までに官製はがきに，住所

のうえ，樋渡喜一(大和町2 59 s

住所

琴
19a23-2302)

・氏名・電話番号を明記

念22-2202）

民謡

作
っ
て
楽
し
い
年
賀
状
、
も
ら
っ
て

う
れ
し
い
年
賀
状
、
自
分
だ
け
の
年
賀

状
を
つ
く
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ

内
容

人
貝

参
加
費

申
込

と
き

KDD主催の映画会が開かれます 手
づ
く
り
の
年
賀
状
を

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か

と き 10月3日（金） 開場18:00 開演18:30

ところ高萩市文化会館ホール

上映映画 「花も嵐も寅次郎」

「グローバル・コミュニケーション」

入場料無料

その他入場に際しては整理券が必要です。整理券は，

9月3日(加から先着900名のかたにKDD茨城衛

星通信所警備員室にて配布しています。配布時

間は，午前10時から午後4時まででです。

ー

十
月
三
日
㈱
、
十
六
日
附

午
後
六
時
～
八
時

中
央
公
民
館

版
画
、
一
般

先
着
三
十
人

無
料
（
材
料
費
は
実
費
で
す
。
）

九
月
二
十
七
日
出
ま
で
に
、

電
話
で
社
会
教
育
課
へ

ａ
二
三
’
二
三
一

公
給
領
収
証
と
は
、
飲
食
店
や
ス
ナ

ッ
ク
、
旅
館
な
ど
を
利
用
さ
れ
る
際
に

店
の
経
営
者
が
茨
城
県
に
代
わ
っ
て
、

料
理
飲
食
等
消
費
税
を
利
用
者
か
ら
受

け
取
っ
た
し
る
し
と
し
て
発
行
す
る
領

収
証
で
す
。

こ
の
税
金
は
、
県
の
事
業
の
重
要
な

財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
飲
食
店

や
ス
ナ
ッ
ク
、
旅
館
な
ど
を
利
用
さ
れ

る
際
に
は
、
必
ず
公
給
領
収
証
を
受
け

取
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
高
萩
県
税
事
務
所
（
盆

二
二
’
二
五
八
六
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

公
給
領
収
証
を

受
け
取
り
ま
し
ょ
う

{危険物醗扱者試験のおいらぜ）

昭
和
六
十
一
年
度
第
二
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
が
、
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

（
日
立
地
区
会
場
）

と
き
十
一
月
九
日
⑧

と
こ
ろ
日
立
一
高

受
験
願
耆
受
付
日
及
び
場
所

十
月
六
日
㈲
、
七
日
㈹

県
立
中
小
企
業
福
祉
セ

ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
高
萩
市
・
十

王
町
事
務
組
合
消
防
本
部
へ

壷
二
二
’
二
二
五
八

19

大
会
名

兼
第
三
十
八
回
軟
式
庭
球
大
会



日曜当番医
］

9月28日 ｜飯島医院
10月5日内田病院

大和町

大和町

大和町

十王町

東本町

22 2235

22－2137

樋渡医院
10月12日

十王医院

10月19日石病院10月19日 石病院

22-2202

32-3266

23-1711

10月26日 全生堂医院 本町 22 2306

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです。

○
高
浜
西
子
ど
も
会
高
浜
町

七
千
八
百
円
社
会
福
祉
へ

○
松
岡
小
児
童
会

一
万
一
千
七
百
十
一
円
社
会
福
祉
へ

○
安
斎
定
二
さ
ん
高
萩

五
万
円
社
会
福
祉
へ

○
玉
川
常
会
本
町

五
千
円
社
会
福
祉
へ

ﾐ蛭画韓噌等埋、

必蕊舞を蕊篝鶏《’蕊婦
善
意
あ
り
が
と
う

永い年月には工場もいろいろと変わるもので，昔は人

絹工場であり，戦中は日製の軍需工場でもありました。

そして戦後は平和産業として日本加工製紙が生きていま

す。
へ

－

高萩美術協会員真鍋 博

「_－_－_－_一－一__一一一－一一－一－－－可

受講生を募集します／
圃
寄
贈
・
高
萩
市
へ

○
常
陽
銀
行
高
萩
支
店

十
万
円
台
風
十
号
災
害
見
舞
金

園
寄
贈
・
図
書
館
へ

新
本
寄
贈

○
大
高
徳
次
さ
ん
安
良
川

古
書
寄
贈

○
茂
木
勝
男
さ
ん
‐
大
和
町

○
多
木
盛
夫
さ
ん
本
町

○
斉
藤
収
弘
さ
ん
本
町

○
沼
田
貢
さ
ん
秋
山

囮
寄
贈
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ

○
難
波
讓
治
さ
ん
有
明
町

図
書
（
新
日
本
文
学
全
集
三
二
冊
）

～勤労青少年ホーム各種講座～

●対象者市内に居住または勤務する独身の男

l ．女

●実施期間61年10月から62年3月までの月3回

時間は，午後6後30分から8時30分

までです。

●申込先 9月25日(木)までに勤労青少年ホーム

へ念23-7177

1 募集講座 （敬称鴫‘ ，
と
き
十
月
十
日
（
体
育
の
日
）

コ
ー
ス
市
役
所
か
ら
名
馬
里
が
淵

往
復
（
約
十
七
・
五
ｍ
）

出
発
時
間
午
前
八
時
三
○
分

参
加
者
健
康
な
か
た
な
ら
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
民
体
育
館
へ

公
二
三
’
二
五
五
二

第19回体力づくり

市民歩く会の

おしらせ

ー
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｐ
ｊ
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

講座名

茶道教室

者付教室

書道教室

実施日 受講料

91,500円

1,000円

1,500円

講師名｜募集人員
瀬戸房子| 20人瀬戸房子火

水
一
木

曜
一
曜

曜

宇佐美幸子

日

日

日

皿
一
狐田中陽子

いけ花教室

料理教室

金曜日 3,000円 早川ハギ 20人

木・金曜日 3,000円 梅原令子 各15人 鐸＄畢

L－－－－－－－－－-－－．－－－－－一_－－．－－－－－－－－－－－J

Fh 』楽 し し 坐垂

と

第

き

と
こ
ろ

参
加
料

申
込
先

J 器 L汁f が､f号 盤X

蔦騨蕊鐸鐸溌醤j雛謹鎚 鍵盤擬墓域懲驚鰯溌鍵織･雛 撫瀦薄職辮翻瀞鐵藩：

～人口と世帯～

前月」［

人口 34,253 （＋67）

男 16,864 (+31)

女 17,389 （＋36）

世帯 10,260 (+10)

八
回
高
萩

〆、

9月の納税一

騨
辮
榊
騨
雑
誌
縛
班
群
撰
肥
Ｊ
俄
詫
弾
吋
韓
壺
靴
駐
驚
蝉
騨
蝦
鐵

．
旧
撚
誤
器
“
当

碓
踊
州
班
諦
聴
琳
癖
纈

チ
ヤ
リ

＃

十
一
月
十
六
日
側

高
萩
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

三
千
円
（
先
着
二
百
名
）

常
陽
銀
行
高
萩
支
店

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

念
二
二

二
○
六
四

＃
韓
噌
弾
、

フ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

国民年一余（2期）
ナ
イ
ゴ
ル
フ
大
会

ど
鼎
斗
韓
、
輔
溌
酔
騨
搾
蝦
粥
噛

叩

申

。
噌
跨

月30B
昭和61年8

…騨蔦縛識t“蝿趨f鋒

弓1日現在）

…暮識一齢騨癖篭蕊 …蕊騨

’
噂溌獺謬錘暫睡舜§澱 辮鱸よ 損蕊一蓄窪謹母《瞬蝿蠅撫蝿繍駕篭零悪

テレフォンサービス「市政案内」は23 1151 . 1152です 巴□


